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     9・磁氣軸受 を用い た高速回韓髄 の試作(第3報)
         荒 勝文 策,片 瀬 彬,小 鶉 淳,矢 野淑 郎
 自動調節型磁氣軸受を用い鐵軸を有する回轄艦を,眞 室容器内で安定に淫 し回轄磁 界で加速
して毎分100, 203回 轄の回蒋数 を得たことは既に報告したが",其 の後尚研究を績 け目下では,
毎分25萬5千 回轍 こ達 しているのでその維過について報告する.
 此の前は,容 器の翼室度が10"2～10'3mm Hg程 度であつた爲,室 氣の粘性抵抗の影響が大
きく現 われ,回 傳が抑制 されたが今度は眞室度をIO"4の桁 に高めると共 に,回 韓磁界用電磁石
の心にダス トコアを用い一暦高い振動数の回轄磁 界で大 きいPowerが 入 るよう装置に改良を
加 えた.
 回鱒盟A(高 さ10.3cm,直as 2.4cm)を,7700`avの 回鱒磁界で加速 した際の時悶鮒回韓曲線
は圖の如 くである・ この回韓禮は・明かに軸 と底面 とが      第1圖
嚴密に直角でないが・約1700`s即 ち10萬r・1i・m・迄は全 く 5辮
安定に回榑す る事がみられた,最 初2回 に亘 る加速實験    ・B
の時 は1700av附 近 で横ゆれが やや大 きくなつて羅 晒,。ee=,諏 駄 ・ 一一
突せ ん とす るに至 つたが,第3回 目の加速の時 は,そ れ        B
まで全 く安 定 に回轄 してゐた回輻鰐が突然大 きく揺 れて      1ゴ VIT,4t・一                           ロ 
器壁をこわすに至つた.こ の際回1博罷の軸は,ほ ぼ中央     .r、..   A
附近で約20。曲つて しまつた・ これは多分回轄罷の固有     A
                          20bO
振動 と回榑 とが共振現 象を起 した もの と老 え られ る.こ
の時 の廻韓 数はIO6,400 r.P.m.で あ る.
                                    コロ
 そこで,回 縛 を高 め る爲 には,回 轄艦の 固有動数を高  芝鋤        目
くす る事 が望 ましい と思 われ た爲,圓 の如 く軸 を太 く短 ↑'4t       。2,臓
くし,特 に封稻性 に注意 して製 作 した.こ の回韓髄Bの  。。3。`。r。1、 。 tS。、t。 a虻。聡。分
加 速曲線 を取つ てみ る と,直 線 でのび ているの を見 る.   『→ 餉 ㈲
途 中3400・・,・の附近 で小 さ く横 にゆれ たけれ ど も,再 び安定 になつ て4200・v附 近 で また横 にゆれ
だ し,や が て大 きくゆれ るよう1: igつ て器壁 に衝突 し,實 験 が絡 つた.此 のゆれが回薯 の固有
振動 によ うものか,他 の原因 に よるものかは未だ判 らない.
 か くて最 後 に得 た最 大回輔 は(回 樽膣Bに つ き)4300av EPち258,000 r。p、m.であ り,周 擾 速
度 は392m/sec,周 邊 にむ け る加速度は重 力の108萬 倍 であ る.
 此 の時 までの加速 曲線 は まだ全 く直線か ら倒れていな いので,回 縛艦 の固有振動 敏が高けれ
ば 尚 一贋高 い回韓敷 が得 られ ると思はれ る.目 下 その方 向に向つて研 究試作 を準備 してい る.
省注 意すべ き事 は,回 縛艦Aの 例で判 るように,磁 氣軸 受 を用ひ る と,回 鱒燈 が幾 何學 的には
少 し く不釣合 があつ て も,相 當高速 度 まで安定 に廻すこ とが 出來 るといふ事 であ る.こ の事 に
つ いてはf,「iS研究 し経瞼 を積 みたい と思 つ てい る,
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